
2018. 3.  31  　　　Z E N S H U G A K U R E N   K A I H Ō　

公益社団法人　全国珠算学校連盟

　　　　　　会　報 第  274 号　　　　　　会　報 第  276 号

　平成 30年 2月 25 日（日）に平成 29年度第 3回理事会及び全国支部長会が東京都文京区の「東京ガーデン
パレス」にて開催されました。主な審議事項、報告事項など、その内容と配布された資料等について、以下
ご報告します。

平成 29 年度第 3 回理事会／全国支部長会　報告

理事会（挨拶する山中会長） 支部長会の様子 支部長会質疑の様子 懇親会の様子（乾杯）

◆理事会　

　第 1号議案

　　平成 30年度事業計画並びに収支予算書

　　承認の件、資金調達及び設備投資の見込

　第 2号議案　新入会員承認の件

　第 3号議案　支部設立申請について

◆全国支部長会　

　（１）平成 30年度主要行事について

　　　（競技大会、集合研修会等）

　（２）検定試験答案審査報告・検定施行順序

　　　審査注意事項など（冊子）配布、報告

　（３）業務委託契約書について

　（４）平成 30年度検定試験処理日程、

　　　各種用紙の変更について

　上記の議案・議題に沿って、活発な討議が展開されました。平成 25年 4月 1日から新生の公益社団法人
としてスタートして、既に 5年が経過し各事業計画についての詳しい説明や公益目的事業の収支予算の概
要などが審議されました。その結果、平成 30年度事業計画・収支予算書及び設備投資の案件等が、おおむ
ね原案通り承認されました。更に、6名の学校連盟新入会の承認の報告の他、公益法人へ移行後、各種検定
試験につきまして、施行順序、答案回収方法、答案審査の実施規程や段位検定 10段合格者の答案再審査の
規程等、様々なルールや内規が新しく策定されて来ており、今回の支部長会の機会に改めて、こうしたルー
ルや通達などをまとめた冊子が配布され、主な内容について詳しく報告されました。また、業務委託契約
書につきましては、平成 30年度より、業務委託料の設定方法に変更がありましたので、改めて契約書の更
新をいたします。
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平成３０年度　　事　業　計　画

１．総務関係
　（１）会員の状況

　（２）諸議会の開催	 	 	
　ア　総会の開催　　　　　　年 1回開催（6月）
　イ　理事会の開催　　　　　年 4回開催（5月、6月、8月、2月）
　ウ　監査会の開催　　　　　年 2回開催（4月、11 月）
　エ　常任理事会の開催    　　年 6回開催 （必要に応じて随時開催）

　　オ　全国支部長会の開催    　年 1 回開催（2月）

　（３）厚生事業	 	 	 	 	 	
　　ア　生徒安全会の運営	 	 	 	 	 	
　　イ　慶弔規程の運営	 	 	 	 	 	
２．検定試験事業（公益目的事業）（但し、珠算・暗算検定準 3 級以下は共益事業）
　（1）全国珠算技能検定試験の実施　（文部科学省後援名義の申請を行う）

　（2）全国算数能力検定試験の実施　（文部科学省後援名義の申請を行う）

３．競技大会事業　（公益目的事業）
　（1）第 37 回「全日本珠算技能競技大会」の開催　（文部科学省後援名義の申請を行う）	 	
　　ア　期　日　：　平成 30 年 7 月 30 日（月）	 	 	 	 	
　　イ　会　場　：　国立オリンピック記念青少年総合センター（東京都渋谷区代々木神園町 3-1）
　　ウ　参加者　：　  選手約 250 名　（参考：平成 29年度第 36回参加者 244 名／第１部 125 名、第 2部 119 名）
　（2）都道府県支部に対する珠算競技大会の支援	 	 	 	 	 	
　　 支部珠算競技大会に対して後援と助成を行う	 	 	 	 	

区分 2016.4.1 2017.4.1 2018.1.1
正 会 員 数 695 名 696 名 699 名
賛助会員数 10 名 11 名 11 名

計 705 名 707 名 710 名
新 入 会 員 21 名 29 名 28 名
退 会 会 員 20 名 15 名 26 名

【珠算　：　1級～ 10 級・段位】／【暗算　：　1級～ 10 級・段位】

年 月・日 ◆珠算 ◆暗算
（級） （段位） （級） （段位）

2018 年
（平成 30 年）

5月 27 日 第 312 回 第 259 回 第 268 回 第 187 回
7 月 22 日 第 313 回 第 260 回 第 269 回 第 188 回
9 月 23 日 第 314 回 第 261 回 第 270 回 第 189 回
11 月 25 日 第 315 回 第 262 回 第 271 回 第 190 回

2019 年
（平成 31 年）

1月 27 日 第 316 回 第 263 回 第 272 回 第 191 回
3 月 24 日 第 317 回 第 264 回 第 273 回 第 192 回

年 月・日 回 数 期
2018 年

（平成 30 年）
6月 17 日 第 71 回 前 期
10 月 21 日 第 72 回 中 期

2019 年
（平成 31 年） 2月 17 日 第 73 回 後 期



 第　276　号  2018. 3.  31 ZENSHUGAKUREN  KAIHŌ

（3）

４．研修事業等　（公益目的事業）
　（１）第 47 回　全国珠算学校集合研修会・懇親会の開催
　　ア　期　日　：　平成 30 年 8 月 19 日（日）　
　　イ　会　場　： 　「ワークピア横浜」・「ホテルモントレ横浜」　横浜市中区山下町
　　ウ　参加者　：　約 110 名　（参考：平成 29 年度第 46 回参加者 121 名、於：神戸市） 

　（２）第 10 回指導者研修会「明日の珠算を考える会２０１８」の開催
　　ア　期　日　：　平成 30 年 10 月 7 日（日）　
　　イ　会　場　：　東京ガーデンパレス（予定）
　　ウ　参加者　：　約 100 名　　（参考：平成 29 年度第 9回参加者 105 名） 

　（３）第 4回 「新世代の会 2018」の開催
　　ア　期　日　：　平成 30 年 10 月 7 日（日）　（明日の珠算を考える会と同日開催）
　　イ　会　場　：　東京ガーデンパレス（予定）
　　ウ　参加者　：　約 30 名　　（参考：平成 29 年度第 3回参加者 47 名） 

５．広報活動　（公益目的事業）
　（１）会報の発行
　　　　 機関誌「会報」の発行　（年 4回 ： 6 月、9月、1月、3月）
　　　　 発行部数 ： 850 部× 4回 ＝ 3,400 部　（平成 29.1.1 発行 271 号よりフルカラー印刷）
　（２）フレンズの発行
　　　　 児童・生徒向けの生徒新聞の発行　（年 3回 ： 6 月、9月、3月）
　　　　 発行部数 ： 850 部× 3回　＝　2,550 部

６．学校経営対策事業
　（１）生徒募集用ポスターの作成と配布（有料）
　（２）優秀生徒の表彰
　（３）検定協力優秀会員校の表彰（対象：珠算・算数検定試験延べ受験者数 200 名以上）
　（４）検定協力優秀支部の表彰（上位 5支部）
　（５）珠算教育名誉段位（9～10段）及び一般教育段位（初段～8段）段位認定証の授与（年度末）
　（６）教員資格申請に対する資格認定証の交付
　（７）会員手帳の配布
　（８）支部ホームページ開設助成（＠ 30,000 円× 10 支部）

７．珠算教育・算数教育に関する調査・研究事業  　（公益目的事業）
　珠算教育・算数教育の振興をはかる目的のため、当連盟のホームページ等を利用して、
そろばんの歴史や珠算教育の教育的効果などの情報を発信するほか、全国珠算学校集合研
修会及び指導者研修会等で発表される内容をホームページ上に会報を通して掲載するな
ど、広く一般に珠算や算数教育の現状等を紹介し、珠算教育・算数教育の振興に寄与する。 

８．その他の事業
　（１）全国珠算教育団体連合会活動事業への参画
　　ア　代表者会議への参加　（年 2回）
　　イ　専門委員会への参加　（年 2～ 3回）
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平成 30 年度 （2018 年度） 主要行事の予定

※都合により日程、会場等を変更することがあります。

と　き と　こ　ろ 主　　要　　行　　事　　　

平成 30 年（2018）

4 月 8 日 本 部 事 務 局 決算監査会・常任理事会

5月 6日 東 京 決算理事会

5月 27 日 全 国 一 斉 珠算第 312 回、暗算第 268 回、珠段第 259 回、暗段第 187 回 検定試験

6月 3日 東 京 理事会・第 57 回通常総会

6月 17 日 全 国 一 斉 第 71 回（前期） 全国算数能力検定試験

6月 30 日 「会報」第 277 号発行・ふれんず発行

7月 22 日 全 国 一 斉 珠算第 313 回、暗算第 269 回、珠段第 260 回、暗段第 188 回 検定試験

7月 30 日 東 京 第 37 回　全日本珠算技能競技大会

　「国立オリンピック記念青少年総合センター」

8月 19 日 横 浜 第 47 回　全国珠算学校集合研修会／懇親会

8月 20 日 〃 常任理事会・理事会　（午前）

9月 23 日 全 国 一 斉 珠算第 314 回、暗算第 270 回、珠段第 261 回、暗段第 189 回 検定試験

9月 30 日 「会報」第 278 号発行・ふれんず発行

10 月 7 日 東 京 第 4 回　「新世代の会２０１８」

10 月 7 日 〃 第 10 回　指導者研修会 「明日の珠算を考える会２０１８」

10 月 21 日 全 国 一 斉 第 72 回（中期） 全国算数能力検定試験

11 月 18 日 本 部 事 務 局 中間監査会・常任理事会

11 月 25 日 全 国 一 斉 珠算第 315 回、暗算第 271 回、珠段第 262 回、暗段第 190 回 検定試験

平成 31 年（2019）

1 月 1 日 「会報」第 279 号発行

1月 6日 研修会開催地 常任理事会

1月 27 日 全 国 一 斉 珠算第 316 回、暗算第 272 回、珠段第 263 回、暗段第 191 回 検定試験

2月 17 日 全 国 一 斉 第 73 回（後期） 全国算数能力検定試験

2月 24 日 東 京 理事会・全国支部長会

3月 24 日 全 国 一 斉 珠算第 317 回、暗算第 273 回、珠段第 264 回、暗段第 192 回 検定試験

3月 30 日 「会報」第 280 号発行・ふれんず発行
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学
校
連
盟
の
公
益
法
人
へ
の
移
行
後
平
成
25
年
度
よ
り
本
部
と
支
部
の
間
で
、
検
定
試
験
実
施
に

関
す
る
業
務
委
託
契
約
を
結
ん
で
お
り
ま
す
が
、
平
成
30
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、
業
務
委
託
料
の

設
定
方
法
に
変
更
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
改
め
て
業
務
委
託
契
約
書
を
か
わ
し
ま
す
。
3
月
中
旬
に
は

詳
し
い
ご
案
内
と
共
に
契
約
書
を
お
送
り
し
ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。
参
考
ま
で
に
新
年

度
の
契
約
書
の
ひ
な
形
を
掲
載
い
た
し
ま
す
。

業
 務
 委
 託
 契
 約
 書

公
益
社
団
法
人
全
国
珠
算
学
校
連
盟（
以
下「
甲
」と
い
う
）と
全
国
珠
算
学
校
連
盟
〇
〇
県
支
部（
以
下

「
乙
」と
い
う
）は
、
甲
が
主
催
す
る
検
定
試
験
事
業
に
つ
い
て
、
次
の
通
り
契
約（
以
下「
本
契
約
」と
い

う
）を
締
結
す
る
。

　（
目
的
）

第
1
条
　
甲
お
よ
び
乙
は
本
契
約
に
よ
り
、
全
国
珠
算
技
能
検
定
・
全
国
暗
算
技
能
検
定
・
全
国
算
数

能
力
検
定
試
験
事
業（
以
下「
検
定
試
験
」と
い
う
）の
円
滑
な
運
営
に
努
め
る
も
の
と
す
る
。

　（
業
務
内
容
）

第
2
条
　
本
契
約
に
基
づ
き
甲
が
乙
に
委
託
す
る
業
務
内
容
は
、
下
記
の
通
り
と
す
る
。

検
定
試
験
受
付
業
務
、
検
定
試
験
実
施
及
び
採
点
業
務
、
検
定
試
験
結
果
報
告
及
び
答
案
用

紙
の
発
送
、
及
び
こ
れ
ら
の
事
項
に
付
随
す
る
業
務
。

（
業
務
委
託
料
及
び
支
払
い
方
法
）

第
3
条
　
甲
が
乙
に
支
払
う
業
務
委
託
料
及
び
支
払
方
法
は
、
次
の
通
り
と
す
る
。

　
　
1　
業
務
委
託
料
は
、
別
表
の
通
り
と
す
る
。

　
　
2　
乙
は
、
検
定
試
験
受
験
料
預
り
金
か
ら
当
該
委
託
料
を
差
し
引
い
て
、
残
額
を
甲
の
指
定
す

　
　
　
 る
口
座
に
当
該
検
定
試
験
実
施
日
ま
で
に
振
込
む
も
の
と
す
る
。

　（
費
用
負
担
）

第
4
条
　
委
託
業
務
遂
行
に
必
要
な
費
用
は
原
則
と
し
て
乙
の
負
担
と
す
る
。
た
だ
し
、
甲
の
負
担
と

す
る
こ
と
を
事
前
に
甲
が
承
諾
し
た
費
用
に
つ
い
て
は
甲
の
負
担
と
す
る
。

　（
機
密
保
持
）

第
5
条
　
甲
お
よ
び
乙
が
、
本
契
約
履
行
に
関
し
て
知
り
え
た
機
密
情
報
を
本
契
約
履
行
目
的
以
外
に

使
用
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。
ま
た
、
機
密
情
報
を
他
人
に
漏
ら
し
て
は
な
ら
な
い

も
の
と
す
る
。
本
規
定
は
、
本
契
約
期
間
の
終
了
後
お
よ
び
本
契
約
解
除
後
も
同
様
と
す
る
。

　（
個
人
情
報
管
理
）

第
6
条
　
甲
お
よ
び
乙
は
、
検
定
試
験
実
施
に
関
し
て
取
り
扱
う
受
験
生
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
取

り
扱
い
に
は
十
分
留
意
す
る
と
と
も
に
、
業
務
目
的
以
外
に
使
用
し
て
は
な
ら
な
い
。
ま
た
、

第
三
者
に
開
示
、
漏
洩
し
て
は
な
ら
な
い
も
の
と
す
る
。

　（
解
除
）

第
7
条
　
甲
お
よ
び
乙
は
、
相
手
方
の
責
に
帰
す
べ
き
事
由
に
よ
り
、
本
契
約
の
一
部
ま
た
は
全
部
の

履
行
が
で
き
な
い
と
き
、
又
は
履
行
が
困
難
と
判
断
し
た
と
き
は
、
本
契
約
を
解
除
す
る
事

が
で
き
る
。

（
損
害
賠
償
）

第
8
条
　
甲
及
び
乙
は
、
本
契
約
の
定
め
る
条
項
に
違
反
し
、
相
手
方
に
損
害
を
与
え
た
場
合
は
、
甲

乙
協
議
の
上
、
相
手
方
が
被
っ
た
損
害
の
賠
償
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　（
有
効
期
限
）

第
9
条
　
本
契
約
の
期
間
は
、
平
成
30
年
４
月
１
日
か
ら
平
成
31
年
3
月
31
日
ま
で
と
す
る
。

（
契
約
の
更
新
）

第
10
条
　
契
約
満
了
日
の
３
カ
月
前
ま
で
に
甲
、
乙
い
ず
れ
か
の
意
思
表
示
の
な
い
場
合
は
、
従
前

と
同
一
の
内
容
を
も
っ
て
、
本
契
約
は
更
新
さ
れ
る
も
の
と
す
る
。

　
　
　
2　
甲
、
乙
い
ず
れ
か
が
契
約
内
容
の
変
更
ま
た
は
解
約
の
申
し
出
を
す
る
場
合
は
、
原
則
と

　
　
　
　
  し
て
契
約
満
了
の
３
か
月
前
ま
で
に
書
面
に
よ
り
行
う
も
の
と
す
る
。

　（
中
途
解
約
）

第
11
条
　
甲
ま
た
は
乙
は
、
第
９
条
の
定
め
る
期
間
で
あ
っ
て
も
、
相
手
方
へ
の
６
ヶ
月
前
の
予
告

を
も
っ
て
本
契
約
を
解
除
で
き
る
も
の
と
す
る
。

　（
協
議
）

第
12
条
　
本
契
約
の
履
行
に
あ
た
り
、
本
契
約
に
定
め
の
な
い
事
項
お
よ
び
疑
義
が
生
じ
た
事
項
、

又
は
本
契
約
に
不
履
行
が
認
め
ら
れ
る
場
合
に
つ
い
て
は
、
甲
乙
協
議
の
上
解
決
す
る
。

　（
合
意
管
轄
）

第
13
条
　
前
条
の
協
議
に
よ
っ
て
も
な
お
本
契
約
に
関
す
る
紛
争
が
円
満
に
解
決
で
き
な
い
場
合
は
、

甲
の
住
所
地
を
管
轄
す
る
裁
判
所
を
第
１
審
の
専
属
的
合
意
管
轄
裁
判
所
と
す
る
。

本
契
約
の
証
と
し
て
本
書
２
通
を
作
成
し
、甲
・
乙
記
名
押
印
の
上
、各
１
通
を
保
管
す
る
も
の
と
す
る
。

        平
成
　
　
　
　
年
　
　
　
　
月
　
　
　
　
日

（
甲
）　
住
所
　
名
古
屋
市
千
種
区
今
池
三
丁
目
１
番
３
号

　
　
　
氏
名
　
公
益
社
団
法
人
全
国
珠
算
学
校
連
盟

　
　
　
会
　
長
　
　
山
　
中
　
　
幸
　
二
　
　
　
　
　
印

（
乙
）　
住
所
　
○
○
県
△
△
市
・
・
・
町
・
・
・
・

　
　
　
氏
名
　
全
国
珠
算
学
校
連
盟
〇
〇
県
支
部

　
　
　
支
部
長
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
印

業
務

委
託

契
約

書
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平成 29 年度　第 7 回答案審査会報告書

　第 7回検定試験答案審査会を行いましたので、その結果について、以下ご報告します。
１．日時：平成 29 年 12 月 13 日（水）10：30 ～ 12：30
２．場所：本部事務局
３．審査対象検定試験：11 月 26 日施行の珠算・暗算検定試験
４．審査委員：検定委員（執行部役員）3名（南雲検定委員長、立木総務委員長、大滝学経対委員長）
５．審査対象部支部：前回に続き受験者数の多い支部と少ない支部から、合計 6支部を抽出
　　の答案を抜き取って審査。他に、種目別及び総合 10 段合格の答案の審査。
６．審査結果：（特記事項など）：
　・最初に 10 段合格者（総合 3名、種目別 18 名〔延べ人数〕合計 21 名）の答案を再審査。
珠算（総合 10 段合格 1 名、種目別 10 段合格 2 名）、暗算（総合 10 段合格 2 名、種目別 10 段
合格 17 名）の内、暗算総合 10 段合格者の見取暗算の答案で数字が判読できない他、数字と
数字が重なって殆ど判読できない為、総合 10 段合格を取り消して、不合格とした。種目別
除暗算10段合格者の答案について、訂正をしているかどうかの判定が出来ない答があったが、
拡大コピーして確認した結果、薄く線が見えたので、今回は正解で合格とした。該当支部へ
総合 10 段不合格の連絡。生徒へも支部経由その旨、連絡依頼。

　・他の珠算総合・種目別 10 段合格者の答案は問題なし。以上の結果を支部長経由教場責任者
へ連絡。

　・見取暗算での答案で、訂正後の答を欄外への記入する際、矢印・番号無しの答案に（○）と採
点した答案あり。本来は（×）。

　・小数点を「・」（ダンゴ丸）で書いてある。本来（×）。
　・今回も単純な採点ミスの答案が数ヶ所の教場であった。（○）の答を（×）、（×）の答を（○）と採点。	
　・乗暗算で、すべての問題の解答で誤答を訂正して書き直してある答案があった。慎重に答え
を書いてほしいと同時に、時間内に訂正して書き直せるか、疑問が残る。

　・全ての生徒が答案用紙に「￥」を書いているが、なくても正解であることを生徒に説明した方
がよいのでは。（時間が足りなくなることもあり得るので。）

　・段位・級とも不合格者の答案が送られて来ていない教場がある。規定通り、合格・不合格を
問わず段位から 3 級までのすべての答案用紙を、本部へ送ること。

　以上、「第 7回検定試験答案審査会」のまとめとして、以下とおり会員各位へ答案採点注意事項
として、会報などを通じてお知らせとご協力をお願いする。

・特に、段位検定など高速で書こうとするため数字が判読出来ない答案が多くみられる。
高速で書く場合でも、数字は正確丁寧に書くよう指導をお願いする。数字が判読できない場
合は×にし、生徒へ厳しく注意・指導をお願いしたい。先生方は解答を確認した上で採点す
る為、正しい数字に見えてしまう事が多いと思われるが、冷静に判定して頂きたい。

・単純な採点ミスが多く見受けられる。特に 2 審では慎重に採点し、1 審でのミスを見つけて
欲しい。
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平成 29 年度 第 9 回「答案審査会」報告書（算数能力検定）

　第 9回の答案審査会を行いましたので、その結果についてご報告いたします。
１．日時：平成 30 年 3 月 7 日（水）10:35 ～ 12:40
２．場所：本部事務局	
３．審査対象検定試験：平成 30 年 2 月 18 日施行の第 70 回算数能力検定試験
４．審査員：執行部役員 3名（南雲検定委員長、立木総務委員長、大滝学経対委員長）
５．審査対象支部：前回に引き続き受験者数の多い支部から 3支部、少ない支部から 3支部
　　をピックアップして答案審査。
６．審査結果：（特記事項など）
　＜支部別個別の指摘＞
　・二審がされていない答案が散見された。二審は必ず実施して欲しい。
　・珠算検定級（段）が記入されていない答案が散見された。
　・複数問まとめて〇×をつけた答案あり。採点は各設問ごとに。
　・〇×が答えにかかっている答案あり。答にかからない様に、採点すること。
　・合格級が記入されていない答案あり。
　・合計点の計算ミスの答案あり。
　・同じ先生が再審をしている答案あり。二審は別の人が担当するのが望ましい。
　・式には「＝答え」があり、答え欄に記入していない答案も正解としている。本来（×）。
　・教場名が記入されていない答案あり。
　＜全般的な指摘＞
　・式の順番は、問題文に特別な指示が無い限り、順番が入れ替わっても答えが合っていれば
　　誤答にはできないが、問題文に沿った順番で書くことが望ましい。
　・分数の場合、式が約分していなくても誤答にはできないが、約分することが望ましい。
　　　　
　以上、「第 9回検定試験答案審査会」のまとめとして、以下の事柄について会員各位へ
算数検定答案採点注意事項として会報などを通して通知することとする

・式の欄に「＝」（イコール）まで記入した場合は、必ず答えの数字も記入すること。

・算数検定の採点の場合は、正しい答をしっかりと確認の上、採点すること。特に

  ２審では細心の注意を払って採点及び点数の集計するようお願いしたい。

答案審査会の様子 答案の再々審査
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平成 30 年度 検定試験処理日程
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　理事会でも事業報告の中で報告されておりますので、改めて大会の要項について以下ご報告いたします。

平成 30 年度は団体総合競技が復活し、それに伴い各支部割当人数を越えて 5名まで出場が認められ団体戦

への出場が可能となりましたので、併せてご報告致します。

第 37 回 全日本珠算技能競技大会 要項（抜粋）
公益社団法人　全国珠算学校連盟
〒 464-0850 名古屋市千種区今池 3-1-3
TEL (052)732-5051 ／ FAX 733-5413

1.　開催趣旨

　そろばんによる計算技術は、暗算の力を飛躍的に高め、日常生活のなかで、広く活かされています。
また、「読み・書き・そろばん」は基礎学力の中核を成すもので、児童・生徒のそろばん技術向上への
努力を通して、集中力や計数感覚が養われることが広く理解され、そろばん学習の効果が見直されて
います。近年の情報化社会の中でも、その技術の発展を担う人材には、より高度な計数感覚が要求さ
れており、将来、そろばんに精通した計数感覚に優れた若い人たちが、その一翼を占める可能性も高
いと思われます。
　全国珠算学校連盟は、内閣府に認可された珠算教育の調査・研究並びに珠算教育の振興をはかるこ
とを目的とする公益法人です。本競技大会は、世界に誇るそろばんを介した、日本の伝統的な計算文
化の一層の理解と、振興をはかると共に、会員相互の交流と教育技術の研鑚を目的として開催いたし
ます。
関係各位のご支援とご協力を、心よりお願い申し上げます。

2.　主　　催	 公益社団法人全国珠算学校連盟（担当：本部事務局）

3.　後　　援	 文部科学省（予定）ほか

4.　開催日時	 平成 30 年 7 月 30 日（月）	午前 9時 30 分　（受付：9:00 ～）（予定）

5.　会　　場　 国立オリンピック記念青少年総合センター　〒 151-0052　東京都渋谷区代々木神園町 3-1

	 　　　　 TEL(03)3469-2525・FAX(03)3469-2277 ／ URL：http://www.nyc.go.jp

6.　参加資格

(1)　珠算技術の向上に努め、大会出場を希望する方は自由に参加できます。

(2)　但し、大会の運営管理を円滑にするために、連盟加盟校に所属する児童・生徒及び自由参加を希望

　　する方で、支部予選会において、次の要項により、選手として選出された方々とします。

① 第一部（小学生の部）（本大会に出場する場合は、原則として保護

     者が引率してください。）

　 第二部（中学生以上の部）とする。

② 団体競技の選手は各支部（都道府県）単位に選出する。

③ 団体競技の支部代表選手は、第一部、第二部とも 3名以上を単位と  

    する。

④ 各都道府県選手の人数は別表の通りとする。

7.　 参 加 料　（昼食代込）

(1) 連盟加盟校に所属する者	 1 名 3,000 円　

(2) 自由参加者	 	 	 1 名 6,000 円　（但し、都道府県支部の許可を得ること。）

※別表に記載の人数分については、3,000 円。自由参加者は（各支部）5名までとし、参加料 6,000 円。

※ご父兄及び付添の方の昼食につきましては、本部では手配しておりませんので、各自で適宜お取りください

平成 30 年度全日本珠算技能競技大会要項について

平成 29 年度大会の様子
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　平成 30 年度「第 47 回全国珠算学校集合研修会」概要 　　

１．趣　旨　全国の珠算学校の運営に従事される関係者を対象に、珠算界に関わる様々な分野で
活躍される講師をお招きし、珠算教育の技法、指導方法ほかアイデアや現状の課題
などを発表していただき、これからの珠算教育のあり方について意見交換や、情報
交換をすることを目的に開催されます。

２．担　当　全国珠算学校連盟 神奈川県支部
３．会　場　研修会 「ワークピア横浜」〒 231-0023 横浜市中区山下町 24-1 ℡ 045(664)5252
             　 　懇親会・宿泊「ホテルモントレ横浜」〒 231-8526 横浜市中区山下町 6-1 ℡ 045(661)8005
４．日時・内容・スケジュール：
　◆８月１９日（日）研修会・懇親会
　　∇受　　  付： 14:00 〜
　　∇研　修　会： 14:30 〜 17:30
　　　　　　　　　　（会場：ワークピア横浜）
　　　・第１講　14:30 〜 15:50
　　　　　「学ぶ力、働く力、生き抜く力」
　　　　　　　　講師　神奈川県　柏木照明先生
　　　　　　　　　（柏木学園高等学校 学園長）
　　　・第２講　16:10 〜 17:30　「幼児教育と家庭教育」
　　　　　　　　講師　神奈川県　内田玲子先生
　　　　　　　　　（家庭教育カウンセラー：元学連会員）
 　　　・修了式　17:30 〜 17:45
　　∇懇　親　会： 18:00 〜 20:00（会場：ホテルモントレ横浜）
　　※８月２０日（月）の予定
　　常任理事会： 9:00 ～ 10:00　／理事会：10:15 ～ 12:00
　　会場：ホテルモントレ横浜　（会議後昼食　13:00 食後解散）
　　　　５．参 加 料　　集合研修会：会員 15,000 円／ 1名（会員外 20,000 円）( 宿泊料含む）
　　　　　　　　※研修会のみ（日帰り）3,000 円、研修会・懇親会（日帰り）9,000 円
　　　　　　　　※宿泊はツインの部屋（シングル希望の場合は 5,000 円追加要）
６．申込方法　　別途、参加申込書に参加料を添えて各支部経由本部へ。
　　　          　　※各支部は参加者名簿と参加料を取りまとめの上、6 月 29 日（金）までに

　　　　　　　　   本部事務局宛てお送りください。（各支部での受付：6月 20 日まで）
７．そ の 他　 ①集合研修会の詳しいご案内は 5月 10 日頃までに各支部長宛お送りします。
　　　　　　　 ②平成 30 年 1 月 8 日（月・祝）「ホテルモントレ横浜」にて下見を兼ねて
　　　　　　　　 常任理事会開催

以上
　参考 : 平成 31 年度担当支部（未定）

ワークピア横浜

ホテルモントレ横浜 横浜中華街
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平成 25 年度改訂版

◆ 珠算プリント集　◆ 珠算問題集　◆ 練習伝票
平成 28年度改訂版
◆ 暗算プリント集

公益社団法人全国珠算学校連盟　主催

好評発売 中  ! !

仙台営業所　〒 983-0036

宮城県仙台市宮城野区苦竹２丁目３番５号 

　　　TEL（022）236 − 1731　

　　　FAX（022）236 − 1732

qrs8  uvwxyfS

珠 算 教 材

本　社　〒 671-1227

兵庫県姫路市網干区和久５２９番地 

　　　TEL（079）273 − 3501　

　　　FAX（079）273 − 3502

ソフト各種取り揃えております

仙台営業所　〒 983-0036

宮城県仙台市宮城野区苦竹２丁目３番５号 

　　　TEL（022）236 − 1731　

　　　FAX（022）236 − 1732

qrs8  uvwxyfS

珠 算 教 材

本　社　〒 671-1227

兵庫県姫路市網干区和久５２９番地 

　　　TEL（079）273 − 3501　

　　　FAX（079）273 − 3502

ソフト各種取り揃えております

平成 30 年度 5月検定より施行の対応教材　珠算準 3級　完成！！
 コード 8030  準 3 級 珠算プリント集　22 回分　定価￥300　
 コード 8350  準 3 級 珠算問題集　　　15 回分　定価￥400　

　　　　◆ 珠算プリント集　◆ 練習伝票
　　　　◆ 珠算問題集　　　◆ 暗算プリント集

公益社団法人全国珠算学校連盟　主催

好評発売 中  ! !
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沖縄県支部便り

沖縄県支部珠算競技大会成績　

個人総合競技

種目別競技

全国珠算学校連盟　沖縄県支部
平成 29 年度　珠算競技大会　入賞者名簿
平成 29 年 12 月 3 日（日）実施
会場：うるま市生涯学習・文化センター　ゆらてく
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茨城県支部便り

そろばんオリンピック北関東 2017
主催　関東珠算教育連盟　後援　公益社団法人全国珠算学校連盟、（株）朝日プリント社、（株）ツーネット
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香川県支部便り

平成 29 年度 全香川選抜珠算競技大会

主催　全国珠算学校連盟香川県支部
後援　公益社団法人全国珠算学校連盟、
　　　NHK高松放送局、四国新聞社、
　　　RNC西日本放送　KSB瀬戸内海放送
日時　平成 29 年 12 月 10 日（日）　
会場　高松テルサ（高松市屋島西町）
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全国珠算学校連盟香川県支部

平成 29 年度 全香川選抜珠算競技大会成績表
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武蔵野大学出講の報告「算数科におけるそろばん授業の基本と実践」

　平成 29 年 12 月 6 日（水）全国珠算教育団体連合会の専門委員として、武蔵野大学教育学部の小
学校教諭（及び幼稚園教諭）を目指す学生 140 名を対象にして「算数科におけるそろばん授業の基
本と実践」をテーマに講義をする機会がありましたので、以下概要をご報告致します。　

全国珠算教育団体連合会 専門委員　中島 えいこ（千葉県支部）

　この大学における講座は、平成 26 年 12 月に第１回が開催され、今年で 5回目を迎えます。私は
昨年に引き続き 2回目の出講でした。
　この日受講した学生の８割は、１〜２年後に必ず教職に就くという実績をもつ大学の教育学部な
ので、学んだことを即現場で生かそうという点で学生の視線は真剣そのものです。実践する姿や必
死にメモを取る様子からも、教育に対する熱意を感じました。

　さて、実際の講義内容についてですが、平成 29 年 3 月 31 日に次期学習指導要領が告示されまし
たので、その中の「数と計算」の領域に準じて行いました。今回の改訂は、学校教育法の一部改正
ならびに、幼稚園教育要領、小学校学習指導要領、中学校学習指要領が改正されたものであり、小
学校では平成 32 年 4 月 1 日から施行されます。

第 3 学年　A 数と計算 　 （次期指導要領抜粋）
◆ そろばんを用いた数の表し方と計算に関わる数学的活動を通して、次の事項を身に付けることが
できるよう指導する。
ア　次のような知識及び技能を身に付けること。
　（ア）そろばんによる数の表し方について知ること。
　（イ）簡単な加法及び減法の計算の仕方について知り、計算すること。
イ　次のような思考力、判断力、表現力等を身に付けること。
　（ア）そろばんの仕組みに着目し、大きな数や小数の計算の仕方を考えること。

（講義の様子：武蔵野大学教育学部）
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　この中でも特に、「思考力、判断力、表現力等を身に付ける」という点を中心に、珠算の歴史、学
習指導要領の変遷、実践指導に役立つ指導法（合成分解から大きな数、小数、暗算、おつりの計算、
最大公約数と最小公倍数の求め方）などに加え、海外でのそろばんの普及に関する状況と、アドラー
心理学から捉えた児童を指導する上での留意点などをお伝えしました。このように項目は多岐にわ
たりましたが、大学側からのご要望も含めて予定した内容は全てお伝えし、私自身の中では 120%
の力で臨むことができました。
　今回は過去最多の受講者数で、最後尾の席までほぼ満席状態でしたが、アクティブラーニングを
取り入れた対話式授業により、学生から多くの考えを引き出すことができたことが大きな収穫でし
た。また、講義が終わった後に武蔵野大学教育学部の上岡学教授が、「皆さんがそろばんを指導する
には、その良さを知り、自分自身もそろばんを楽しむことが大切です。そして今日の授業を見てい
ると、みんなの頭の中の思考がそろばんに溶け込んでいくように見えて、そろばんの学習の深さを
感じました。」と講評を述べられ、その言葉は私の心にもずっしりと響きました。
　講義終了後に「全員、感想を提出していますね。」と上岡教授から 140 名分の感想を手渡された時、
この上ない達成感と大きな喜びを感じました。それと同時に、紙面にびっしり書かれた珠玉の感想
を読みながら「あぁ、この仕事について本当に良かった。」と感慨もひとしおでした。
　今後はさらに、今回の講義でどのような内容が学生たちの心に深く刻まれたのか？また、どのよ
うな指導法に興味を持ったのか？等々、様々な角度から分析し、教育大学協会の機関誌に投稿する
ことも視野に入れながら「子ども自らが考える喜びを育む授業」を心掛けたいと思います。

　最後になりましたが、私の拙い授業に耳を傾けてくださった全国珠算学校連盟副会長の山中博詞
先生をはじめ、全国珠算教育団体連合会専門委員の先生方を含む諸先生方、そして、このように貴
重な経験を与えてくださいました全国珠算学校連盟および全国珠算教育団体連合会の皆様に心より
感謝申し上げます。

（講義の様子）
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台湾珠算教育事情視察の報告

　学校連盟の正会員で競技大会などにも参加の実績のある（台湾）中華民国珠心算数学協会理事長の
黄淑惠先生のお招きで、2月 1日～ 4日に台湾を訪問し、台湾での珠算教育の現状や指導方法などを
視察する機会を得られましたので以下ご報告致します。視察した台北市内の珠算教室や、黄先生の
事務所の様子など併せご報告致します。

◆訪問先 珠心算数学協会が運営する台北市内の珠算教室と事務所の見学の後、珠算教育に関し情報交換会
◆参加者　全国珠算学校連盟関係者：山中会長、山中副会長、常任理事：立木先生、大滝先生、蓮井先生、
　　　　　監事：鈴木先生、古川先生、木股事務局長
▼中華民国珠心算数学協会が運営する台北市内の珠算教室と事務所を訪問。珠算の授業見学の後、珠算を教え
る先生方、事務所スタッフの方々と台湾珠心算数学協会の珠算教育の方針、そろばんの指導方法や台湾におけ
るそろばん教育の現状など意見交換のための交流会を開催。
・中華民国珠心算数学協会：1988 年創立
・台湾全土に 200 校、海外でもシンガポール、アメリカ、香港、中国、マレーシアなどにフランチャイズで 300
  校を展開。アジアを中心に全世界に 500 校の珠算教育のフランチャイズネットワークを形成している。
　（海外では、中国上海が主要地区で、積極的にフランチャイズ展開している。）
・台北市内には 10 教室の直営教室を運営し、生徒数合計 1,000 人を抱えている。
   週 2 日 1.5 時間／ 1回の授業（授業料 3ヶ月NT$7,500：NT$2,500/ 月≒￥10,000）
・珠算・暗算検定及び数学（算数）検定など年 4回の検定試験を実施
・毎年 8月上旬に珠算競技大会開催
   今年（2018 年）は、是非、学校連盟主催の全日本珠算技能競技大会に選手を派遣したい！とのこと。

　黄淑惠理事長から山中会長始め今回の訪問団のメンバーへ、日頃の珠算教育の国際交流への貢献に対する感
謝状が贈られました。また、黄先生より、これからも全国珠算学校連盟との交流を活発に進め、珠算教育の発
展・振興に務めたいとの力強い言葉を頂きました。意見交換の交流会後、珠心算数学協会のスタッフ忘年会（台
湾旧正月 2月 16 日）が開かれ、今回の訪問団が忘年会に招待されましたので、その様子なども併せて写真を
掲載しました。

事務所での交流会で挨拶する山中会長 交流会の様子（講師スタッフと） 黄理事長から山中副会長へ感謝状 珠心算数学協会忘年会の様子

珠算教室の生徒珠算教室の生徒と記念写真真剣に学ぶ生徒



 第　276　号  2018. 3.  31 ZENSHUGAKUREN  KAIHŌ

（23）

全珠学連の問題集
問題集・伝票とも，子どもが喜ぶ のカラー表紙で，＜ ＞かわいい動物の親子

級ごとに動物が変わりますので上級への意欲が高まります。

－ －◆珠算技能 動物 シリーズ

伝票 暗算技能 暗算基礎◆ ◆ ◆

定価600円１級編● 定価600円準１級編● 定価500円２級編● 定価500円準２級編● 定価500円３級編●

定価400円４級編● 定価400円５級編● 定価400円６級編● 定価400円７級編● 定価400円８級編●

定価450円1･2･3級編●

定価450円4･5･6級編● 定価450円7･8級編●

定価300円暗算基礎編●

定価300円暗算上達●

１級～３級

検定と同じよう
に と を前半 後半

，区切った体裁で
。累計解答表つき

定価各300円

親
子

＜28回分＞

＜30回分＞ ＜20回分＞

＜45回分＞

＜73回分＞

問題集 全10冊＜各15回分＞ 伝票 全５冊＜各20回分＞
改
訂

新
刊

【新規則版】 【新規則版】 【新規則版】 【新規則版】 【新規則版】

【新規則版】 【新規則版】 【新規則版】 【新規則版】【新規則版】

〒101-0051 東京都千代田区神田神保町2-20

TEL.03-3264-3931 FAX.03-3263-9030

ＡＫＡＴＳＵＫＩ

＜旧規則＞

＊このほかの教材や内容見本は
検 索暁出版

サイトをご覧下さい。Web
＊定価は税別です。＊ があります。会員割引

珠算技能検定試験  準 3 級 問題集・プリント集  

公益社団法人　全国珠算学校連盟 （平成 28年度改訂版）

暗算技能検定試験 問題集・プリント集 好評発売中

完成

佐 藤 出 版 株 式 会 社
〒441-8106　愛知県豊橋市弥生町東豊和45
☎〈0532〉45-5956　FAX〈0532〉48-4653

E-mail　satou-s＠leaf .ocn.ne. jp

公益社団法人　全国珠算学校連盟（平成 30年 5月検定より施行）

暗算検定
問題集

５頁
導入つき

サイズ B５
段位は A4

サイズ B５

プリント集

サ イ ズ  B 4
プリント集

種  別 品　　　　　名 回 定価

段 位 ( 導 入 な し )

１ 級 ・ ２ 級 ・ ３ 級

準１級・準２級・準３級 ( 新刊 )

４ 級 ・ ５ 級 ・ ６ 級

７ 級 ・ ８ 級

　 　 　 段 位

１級・準１級・２級・準２級・３級・準３級

４級・５級・６級・７級・８級

16

18

18

12

12

15

12

12

900

350

350

350

250

500

250

250

( 変更なし )

 問   題   集     15 回  B5  定価 500

プリント集  20 回  B4  定価 500
問題集1 級〜８級　伝票 段位〜3 級　プリント集 段位〜8 級 発売中

初歩教材はサトウにおまかせ！

かずとことば  １〜14

入門 (0) からスタート 8 まで

各級の導入を主眼に作成いたしました。
使い易くスムーズに次の級に移行できます。

児・小１でも充分理解できるよう、数字の練習、
数の仕組みから始まり３級の導入まで

小１の範囲でかず
( 線ひき、かぞえる100 までの数、＋・−算など )
ことば
( ひらがな・カタカナ・かん字など )

そろばんドリル ０〜８

ちびっこそろばん ０〜11

B5  定価 450
８以降 400

B5  定価 300

B5  定価 350

トロフィー等表彰用品 好評発売中！
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≪編 　集 　後　 記≫

▽日本列島に春一番が吹き荒れて、徐々に春めいてきました。2月には今年度第 3回理事会及び支部

長会が開催され、平成 30年度事業計画及び収支予算書の承認を頂き有難うございましたました。

　新年度の平成 30年 5月検定より珠算検定に準 3級が新設されます。また、段位検定試験の成績の有

効期限が改訂となり無期限から「2年間有効」となり、先生方には成績処理が大変かと思いますが、ご

理解を頂き間違いの無いように処理をお願いしたいと存じます。

　新年度主要行事である「第 37回全日本珠算技能競技大会」では多くの支部からの要望もあり、団体総

合競技を復活させていただきました。団体戦でも熱戦を期待したいと思います。また、第 47回集合研

修会では神奈川県支部が熱心に企画を進め、参加する先生方に楽しんで頂けるよう趣向をこらしたお

もてなしでお待ちしているとの事。会員の先生方、多数のご参加を期待しております。

　終わりに平成 28年度から 2年間、広報委員長として大変お世話になり有難うございました。今後と

も、ご指導の程宜しくお願い申し上げます。 （広報委員長　蓮井慶太郎）

▽公益法人へ移行後 5年、今年度も競技大会はじめ主要行事も滞りなく施行され、2月 25日には予算

理事会、全国支部長会が開かれ、新年度の事業計画や収支予算などの審議が行われ、4月 1日より新

年度がスタートします。

　公益法人としての事業活動も順調に推移しており、事務局のスタッフ一同、会員の先生方のご指導

とご協力に感謝申し上げます。新年度も、これまでの事業運営の実績を踏まえて、各種行事や事業活

動がなお一層充実したものになる様、ベストを尽くして参ります。今後とも、諸先生方のご指導、ご

協力を宜しくお願い致します。 （本部事務局　木股）

　平成 30年 2月 5日より、前任の木下さんに代わり本部事務局でお世話になっています桂川豊と申し

ます。前職の河合塾では、模擬試験システムの開発業務や専門学校運営などに携わって来ました。珠

算教育は未知の分野ですが、今までの経験を活かし、少しでも皆様のお役に立てるよう頑張りますので、

今後ともご指導・ご鞭撻の程、宜しくお願い申し上げます。 （本部事務局　桂川）
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